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1． は じ め に

　 日本や韓 国には ， 花崗岩風化残積土が散在し
， 地

域的 には赤黄色土化 し分布 し て い る。こ れ ら風化残

積土は建設用材料 とし て広 く利用 され て い る が ， 材

料 と し て の 工 学的諸閊題や地質環境に基づ い た風化

特性 の 調査 の 相違な ど の 問題 を有 して お り， また国

際問の相互情報の 交換が望ま し い 。

　 こ こ で は鳥取県下 の 布勢地域 と韓国 の 全州市牙 中

地域 ， 慶州仏国寺地 域 の 風化残積層 の 赤黄色土化 し

た地層 の地質構造 と地形的状況， 風化残積層 の 物性

お よ び 化学鉱物学的分析値等に つ い て 日韓両地域 の

風化状況を比 較す る 。 なお ， 鳥取地域 の 白亜紀花 崗

岩 と韓国の全州地域 の ジ ュ ラ紀大宝花崗岩の 残積土

は，化学鉱物成分が類似 して お り ， 石英 の量が多い

花崗岩質 で ある 。 さらに 両地域 は ， ほ ぼ同位 の 緯度

線上 に あ る こ と か ら 目韓残積± の 比較地城 と し て選

定 し た も の で あ る 。

2． 残積土 の 地形地 質および地 盤特性

　 2．1 地形地質の概要

　 2．1．1　鳥取県 の 地理 地形の 概要

　鳥取県 は 中国脊梁 山地 の北斜面 を海岸沿 い に 細

長 く延び ， 東西 120km
， 南北 20〜40　km

， 面積

3493km2 で あ る
1）・2）

。 県下の 大部分 が山地 に よ っ

て 占め られ ， 南の 県境を なす中国脊梁山地 は東部

と中部お よ び 中部と西部 の 間の 自然的塊界 に な っ

て い る 。 西部 の大 山 （標高 1729m ）は 代表的な火

山地形 を示 して い る
。 風化残積土 層 の 地形は山地

頂部平坦 面を有す る 丘 陵地形 で あり， 赤色〜褐色

を呈 する粘性土状風化帯 （風 化残積土） とし て分

布 し て い る
。

　本県 の 山地地質は南半部 の 古生層花崗岩類 な ど

Apri 翼，　1994

融 蠶鸞 ，、砂丘

團 大山火山 碎屑岩

山圃 大山溶岩

　匿］扇ノ山 氷ノ山溶岩

‡　　 鬻覊纏
　　　　　　　　　　　 驪 k豆紀・古第三系火山岩

図
一 1　 鳥取県第三紀お よび第四紀の 地質

と， 北半部 の 中新 世 〜 鮮新世以降の 堆積岩お よび火

山岩類 を主体 と し て 構成 され て い る 。 大山火山に 由

来す る火山灰層 は ， 各 々 の 山体 に お け る最上位被覆

層 とし て県下 に広 く分布 し て い る。

　 ま た，中生代 の 花崗岩類は 白亜 紀か ら古第三 紀 に

迸入 した岩類 と し て ， 西部〜東部 に広 く分布 し深層

凝灰岩 ， 流紋岩， 火山岩な ど で あ る （図一1）。

　2．1．2　韓国全羅北道 の 地理地形の概要

　韓国全羅北道は
，

ソ ウル か ら 300km 南西部 に位

置 し，本道 の 東部は小 白山脈 が北東方向に走向， そ

の 中央部か ら西南方向に葦嶺山脈が走向し鎮安盆地

：沖千責層とi尼土質土

：洪積層と段丘

：深成岩の風化堆積岩

：中生代堆積岩と盆地

：沃川系貫入状の花崗岩類

：内蔵寺火山岩類堆積岩

：古生代結晶片岩預

図一2　韓国全羅北道第三紀お よび 第 四 紀の 地質 ・地理

21

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

報文
一2313

と に 占め られ，西部 は群 山半 島お よ び辺 山半島が位

置 し， リア ス 式海岸線 とな っ て い る 。 東西 120km
，

南北 60〜70km
， 面積 8052 　k皿

2
で ある 。 酉部〜中

央部は沖積層 の 平野 が広 く分布 し， 韓国第
一

の 広 い

平野 で あ る 。 本道 の 地 形 は東高西低 の 階段状丘 陵台

地 が特徴 で あ り， 海抜 100皿 未満 の 平坦地 h：　15　％o を

占め ，
100〜500m の 丘 陵台地形平坦地 が 33％ ， 500

〜1000m の 高地 が 15％ ， 1000 皿 以上 の 山岳地 が2．5

％ を占め て い る 。 ま た 海抜100m 以下 の 平地 と100〜

500m の 丘 陵地 は ほ ぼす べ て赤黄色〜赤褐色 を呈 し ，

海岸線の 長 さは 261km ，沿岸は浅海干 潟地 が多い
。

　本道の 地質概Ut3）
’“S）

は ， 東南部 に古生代 の 結晶片

岩火 山岩な ど が
， 東北部に 中生代の 沃川系貫入状の

花崗岩類 とジ ュ ラ紀か ら古第三 紀の 角閃石花崗岩類

が分布 し て い る 。 中央部か ら西部は 中新世 〜 鮮新世

以前 の 堆積岩 と花崗岩類が広 く分布 し， 本層 の 最上

位被覆層 は黄褐色 を呈 し ， さ らに そ の 下位部 は赤黄

色土化 し ， 深 層風 化に よ る花崗岩の 強風 化 残 積 土

（ま さ土）で ある 。

　第四 紀 の沖積層の 泥土質堆積層は 西南部〜 中央部

に 広 く分布 し て い る
。 本道 の 赤黄色土 の 母体は黒雲

母花崗岩， 片状花 崗岩な どで あ る （図
一2）。 また慶

州仏国寺地域は 海抜400〜500m の 丘 陵山地 で あ り，

急傾斜 の 森林黄褐色土 とな っ て お り， 同じ黒雲母花

崗岩 で ある 。

　2．2　気象概要

　母岩 の 風化過程 にお け る土壌生成 因子 と し て雨量

と気温 の 2 要 因が重要で ある 。 残積土 は
一
般に 二 重

層土 を構成す る、す なわ ちシ リ カ分 が溶脱して赤黄

色 土が地表面 に で き， さ らに地下水 中へ 塩 が移動 し，

そ れ らが集積 し て で き る ラ テ ラ イ ト性土 と の 二 重層

土 か ら成 り立 っ て い る 。

　気象要素を考慮 した土壌型 の 指標で ある Rang （ラ

ン グ） の 雨量係数 （年平均降雨量 mm ／年平均気温

℃）を用 い て ，両地域 を比較する と以下 の とお りで

ある 。 両地域は ほぼ同 じ北緯 36
°

付近 の 温帯 の 中緯

度気候 に属 し ， 過去10年間 の 降水量の データは次の

よ うに な る
6）・7）

。

　
・鳥取市 ： 年平均気温 （14．3℃）， 年平均降雨 量

　　　　　　 （1856mm ）， 雨量係数 （130）

　 ・全州市 ： 年平均気温 （12．　2℃）， 年平均 降 雨 量

　　　　　　 （1326mm ）， 雨量係数 （108）

　両地域 の 気候 は若干 の 因子差が あ り， 赤色 〜 赤黄

色土の土壌分布 と両地域 の雨量係数 の比較 で は，約

20程度異 な っ て い る
。

　 2．3　地 域的地盤 の 土 質区分

　鳥取県下 の 平地地盤 と全羅 北道 の 準平原地帯で あ

る段丘 台地 の 海抜 100m 以下 の 地盤 の 土質区分を第

四 紀完新世 〜 更新世 と第三 紀以前に分け て 概略的 に

表一 1 に示 し た 。 本表は鳥取県下 の 地盤特性
正）

に全

羅北道の 特性 を付加 し て整理 し た 。 表中 の （ ） は

全羅北道 の 内容 で あ る 。 鳥取 県 の ロ
ーム 層は下部砂

質土層 と最下部砂質土層 ・最下部粘性土層 との 境界

で あ り， 第四紀完新世 に堆積 した沖積層 の 分布厚 は

表
一 1　 土質区分 の 概要比 較

地質 区分

第四紀

完 新世

第 四紀

更 新世

地 　 質　 名

最上 部砂質 上

最上部粘性 土層

最上部礫質土層

上部砂 質土 層

上部粘性土 層

地 質 的 特 性

　表層 （埋 立 土 を含む 有機質混 じ り）

｝　 （沖積層 の 泥土質，有機質混 じ リロ
ーム 質土）

　河川 氾濫 原堆積層 （河 床上部砂礫堆積 層）

　河成堆積，新砂丘 （残積層）

　海成堆積 層，有機物混 じ P （沿 岸海成 堆積層）

下部粘性土 層

下部砂 質ニヒ層

下部礫質土 層

V 一ム 土層

最下部 粘性 土層

最下部砂質土 層

最下 部礫質 土層

類岩盤基
紀三

前

第

以

　海成堆積層，火山灰軽石混 じ り （海成堆積層 ）

｝河雌 勲 古駈 （黼 額 風儼 積土層 ）

　火 山灰，火 山砂等の 火 山堆積物 （砂 礫堆積物）

　過圧密粘土 （過圧密層）

｝扇謝 基 底鰓 駈 鰓 火 山翻 流 （段 丘砂囎 ）

〔火成岩〕

〔堆積岩〕

花崗岩
・，火 山岩，流紋岩，玄武岩 （花崗岩，片状花崗岩，石 英

班 岩）

礫岩，シ ル ト岩，泥岩，凝 灰岩，凝灰角礫 岩 （砂岩 礫 岩）

N 値

鳥 取 馴 全羅樋

0〜 3

10＞

4F〜
001く

5〜15

＞15

＞20

＞10

〉駘

0〜 5

＞100

〜 2

＞20

＞20

＞10

＞ 50
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図
一3　 群山地域の 土層の 柱状図 図

一4　全州地域の 土層 の 柱状図

1CI匚1
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：鳥取布勢地域
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　　　　　　ク

じ　　　　2d二．　　 40　　　 60　　　 60　　　 100

　　　　　シ ル ト 分 （9V

　　　図
一 5　花巌岩風化残積土 の

　　　　　　 粒度分布

最大 30M 程ue， こ れ に対 し て ， 第四 紀更新世 に堆積

した洪積層 は こ の 沖積層下 に 20皿 以上 の層厚 で分布

し軟弱地盤 が形成 され て い る 。

　全 羅北道は完新世 の 地層が最上 部粘性土層 （ロ
ー

ム 層）か ら下部粘性土層 を境界 と し ， 分布厚 は 18m

程度 の 軟弱 地盤 で ある 。 更新世 の 地層 の 花崗風 化残

積土層は段丘 台地 の 下 部砂質土層お よ び最下部礫質

土層 を境界に し て い る （図一3）。 ま た全州地域 で は

図一 4 に 示すよ うに表層は森林黄褐色土の 砂質 ロ ー

ム
， そ の 下 層は赤黄色土 で 5 〜 6m 程度 の 厚 さ で あ

る 。 こ れ らの 残積土層は 深層風化層 で大体30〜40m

の 層厚 と し て 分布 して い る
。 地盤の 標準貫入試験値

（N ）に つ い て は，各層 の平均値を表一 1に示す 。 同

表 は全羅北道の 花崗岩風化残積土層を ， 鳥取県 の 沖

積粘性土層 と下 部砂質土層な どと対比 し，あわ せ て

両地域の N 値を比較 した もの で ある 。 両地域 の 地盤

支持力特性 は ほ ぼ同 じ程度で あ る こ とが わ か る 。

　 ● ：鳥取布勢地｛．鼠
δo一ロ ：全州牙中地域

箪
覊 　E．，

　 40
鼠

20 （CL）

m 〔CHII　 ．

o
●

・

’
●

　 ●

’　　．

膳
／

　

｝

　 　　　　 （ML）
05　　 20　　 4c〕　　 60　　 so　　1［／／：1　 iLtO　　140

　 　 　 　 　 　 掖　性　限　界　（％）

図
一 6　花崗岩風化残積土 の コ ン シ ス テ ン シ

ー

3． 地域残 積 土の 土 層断面 と物理 的性 質

　3．1 地域的土層断面

　花崗岩風化残積土の 土層断面 の
一
例 と し て 表一 2

の よ うに 鳥取市布勢地域 と全州市牙中地域を層位別

に 区分 し ， 深度別 に層位 （T ：シ リーズ ， J ：シ リ
ー

ズ） と表現 し た 。 表
一 2 の 土層断面は両地域 と もに

表一 2　物理的性質 の 概要

地 区 名 鳥 取 市　 布　 勢 全 　　州 　　市 牙 中

試 料 ・
一

・ 1T− ・ ｛・
一

・ 1・
一

・ 1T− ・ T − ・ J− ・ 1J− ・ IJ− ・ 1J− 5J − 6

i　　　　　　 I 」 1　　　　　 1　　　　　 「 I　 　　　 I　　　　 I 「 1
土

深

統

自

土

然　 含

粒　　 子

鵠
類

惣

分区

。

分

比

比

ー

　

　

水

細粒分含有量　（％）（＜75prr：）

液 性 限 界 （％）

塑 　 性 　 限 　 界 （％）

AO

．8VH26

．82
．6782
，084
，832
，5

B4

．OSM21

．22

，65738
，0

C15
．OSM18

．02
．65734
．1

D20

．eSM18

．92
．63926
．1

N ．P．　 N ．　 P．　 N ．　P．

E25

．OG4

，1

E35

．OG1

．O

B1

．5SM22

．02
．6752
．038

，525
．8

C15

，0SM19

，02

．6830
．0

D25

．OSM24

．02
．7322

，0

N ，P ．　 N ．　P ．

E37

．OG14

．0

E45

．OG8

．0

注 ）土 層断 面は A 層 か らB 層の 順に 地下深 くな り新鮮 岩 に至 る 。
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花 崗岩残積土 の ま さ土化 した （韓国で は花 崗土 と呼

ぶ ）丘 陵地帯で あ る 。 残積土層 の 表層は布勢地域で

は 火 山灰土 の 被覆層で ある の に対 し て ， 海抜 200m

程度 の 丘 陵地帯 の 傾斜地 で あ る牙 中地域で は
， 赤黄

色土 で あ る 黄褐色の ロ
ーム 質土 B 層で あ る と ともに

下部層は深層風化残積土で あ る 。

　 3．2 物理的性質

　両地域 の 風化残積土 の 概略的な物理 的性質を表
一

2 と図一5， 6に示 し て い る 。 布勢地域 と牙 中地域 の

土 の 分類は共通 して シ ル ト質砂 （SM ）で あるが ， 細

粒分含有量 は上層部 （T − 1 お よび J− 2）に お い て

は前者が多 く細粒化 され て い る 。

一方， 下層部 （T

− 2〜4お よび J− 3〜4）で は 両者の 粒度分布 は ほ ぼ

同 じ範囲に あ る 。 ま た表層付近 の 赤黄色土 （布勢地

域 で は A 層 ， 牙 中地域 で は B 層）は塑性図上 の A 線

下 に分布 し，前者 は （CH ）， 後者は （ML ）に分類 さ

れ て い る 。 布勢地域 は 火山灰風化物 の 粘土 と牙 中地

域 は シ ル ト質土 に分類 され ， 前者が後者よ りも塑性

指数が大 きい こ と が認 め られ る 。 し た が っ て ，風 化

残積 土 の 生成は地質要因に依存 し て い る こ とが明ら

か で あ る 。

4． 地域残積土の 組成鉱物

　母岩な らび に風 化残積土の 組成鉱物 の 変化を深度

別 に対比 し て み る た め ， X 線回折分析 （粉末法） を

行 い
， 布勢地域 ， 慶州仏国寺地域 ， 全州牙 中地域の 分

析結果 を図
一7〜9に示 して い る 。 図の 同定結果か ら

観察し た と こ ろ主な共通
一

次組成鉱物 は石英 ， 長石，

雲母で あ る 。 粘土鉱物 は カ オ リナ イ トで あ り ， ク ロ

ラ イ ト，バ ーミ キ ュ ラ イ トな ども含 まれ て い る 。 慶

Q 駆 石

F ：長

M ：雲
K ：

　 英

　 石

　 母
カオ 11ナイ ト

MKMKQKFK

ド

η
「　 FKF 　

FQq
　 Qq

　 　 QQK

州仏国寺地域 の バ ー
ミキ ュ ライ トの 出現 と結晶度 が

比較的強 い こ とか ら，
こ の 風化残積土 は風化が ま だ

進行中と み ら れ る黒雲母花崗岩を母 岩と し た特徴的

Q ：石 英

F ：長　石

M ：雲 母

K ：カオ リナイ ト

Vc：バーミキュ ライ ト

Ch ：クロ ライト
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図
一 8　 X 線回折の 同定結果 （慶州仏国寺地域）
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　 図一7　X 線回折 の 同定結果 （鳥取市布勢地域）
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表一 3　 化 学組成の 比 較

1）　鳥取市布勢地 城

試 料

ー

ワ岬
34FD

戸
0

一
一

一
一
［
一

TTTTTT

深　度
（m ）

0．804
．0015
，020
．025

，035
．0

Sio2

52．071
．672
．370

．573
．572
．8

Al203　 Fe ？Os

24．415
．915
．316

．516

．913
．3

5．OQ1
．281
．311

．210
．890
．99

FeO

0．29Q
，290
．220

．290
．330
．51

Na20

0．660
．430
．550

．630
．382
．90

Ca ・ 1　Mg ・

0．890
．890
．660

．940
．892
．34

0．230
．160
。200

．220
．190
．19

K ，O

1．263
．554
．724
．814

．555
．05

MnO

O．　Ol70
．0280
．0590

．　0290

．1110
．024

H20

（＋ ）

9．924
．042
．883

．　120

．730
．75

H20
（一）

3．98
／，081
．Q61

．120

．840
．62

合計

98，64799
．24899
．25999

．27999
．　31199
，584

強 熱減量

8020D44

1．81

2） 慶 州市仏 国寺地域

02鋭
度

）
　
皿

深
（

料試

12一
一

BB 　 5．001
　 30．O72

．6172

．24

Al203

14。9015

．別

Fe20s

2．DO1

．39

FeO

0，470

．19

Na20

2．961
．22

CaO

1．972
．31

M90

Q．520

．45

喇 跏 ・ 階 階
1574220．020

．021

，400

，60

775400

酬黼 量

100．13100

．141
．71
．0

3） 全 州市牙 中地 域

試 料
深 　度

（m ）
Sio2Al203Fe203FeONa20CaOMgOK20MnOP205Tio2H20

（＋ ）

H20
（一） 合計 強熱減量

J− 21 ．3058 ．6021 ．506 ，700 ．320 ，320 ．301 ．802 ，62trQ ．070 ．777 ．02 ，1102 ．107 ．0
J− 315 ．063 ．3020 ．1Q4 ．100 ．14L370 ，401 ．203 ，46 せ 0．070 ．895 ．02 ．Q102 ．035 ．1

」
− 425 ，059 ．1012 ．706 ．ユ90 ．080 ．1113 ．93 ．00 ．630 ．820 ，230 ．532 ．74 ．1104 ．093 ．8

J− 537 ．076 ．0013 ．201 ．830 ．171 ．740 ．300 ．604 ．07tr0 ．  7   ．221 ，81 、1101 ．101 ．5
J− 645 ，098 ，450 ，500 ，450 ，090 ，33trtr0 ．18tr0 ．01O ．01O ，3O ，1100 ．120 ．2

な風化物 と考え られ る 。

5． 地域残積土 の 化学組成と風化指標

　5．1　化学組成

　鳥取県布勢 と， 慶州仏国寺 ， 全州牙 中地域の 風化

残積土の化学組成 の分析結果を表一 3 に示 し た 。 ま

た ， 両地域 の 深 度別強熱減量 の 結果は図一1Dの とお

りで あ る
。 表一 3 の 化学組成値は地盤深度 の 変化 に

伴 っ て ， 硅 酸 （SiO2）をは じ め とす る ア ル カ リお よ

び ア ル カ リ土金属 （Na20 ，
　 CaO

，
　MgO

，
　K20 な ど）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 強 熱 減 量 〔％）

　 　 　 　 　 　 0　　2　　4　　6　　8　 10　 12　 14
　 　 　 　 　 0

32D
爆

麌
30

April，　Is94

10
　　　　　！

ゴ
40／
　　　 　　 　■ ：烏取布勢地域

　 　 　 　 　 　 囗 ；全州牙中地域
50

ノ　ノ

　 　 ’

　 ノ

図一10　深度別強熱減量 の 結果

の 溶脱 に よ る減少 と ， ア ル ミナや酸化鉄な どの 集積

に よ る 増加傾向が み られ る
。 残積土 の 赤黄色土 の 主

な成分 で あ る 三 二 酸化鉄 （Fe ，
03）や酸化ア ル ミ ニ ウ

ム （Al203）は，地下水や浸透水 の 流れ に よ る溶出 と

土粒子 問 へ の 沈殿 とい う富化現象 を示 し て お り，ま

た 同時に 強熱減量 も増大 して い る。さ らに 強熱減量

の 値が大き い 風化残積土 は非晶質物質 の含有量 が大

きい もの で ある 。 図 の よ うに 深度方向へ強熱減量 が

減少す る 傾向は ， 風 化 の 進 行程度 が地 表面付近で 最

も進ん で い る こ とを示 し ， 化学組成か ら も両地 域は

類似 の 特性 を有す る もの と認め られ る。

　5．2　風 化程 度の指標

　風化残積土 の風化程度 の進 み具合 を指標的 に定量

化学的風化の指標

　 〔CW ［：彡の
　 15　20　　　　30　　　　40　　　　5D　　　　60　　　　70　　　　呂0　　　　90＿」　　　

1

風化物の種類 新鮮岩
1
虱化花 崗岩　風1ヒ曝辻 1
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臣
N｝
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（35．瓢 ）
韓国慶i・「．：「ム国寺地域

（35
｝
N）

韓国全州市牙中地域

（35，5
目
N）

ホン コ ン 地域

（23
°
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ナイジェ
llア カ トナ
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’
N）

図
一11　各地 の 風 化土 の 化学的風化 の 指標
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化 する た め ， 両地域 の 化学組成 をも っ て化学的風化

度 の 指標 を図一11の よ うに整理 した。花崗岩風化残

積土 の 風化度 の 指標は実用的に ま さ土 中に含まれ る

化学成分か ら ， 化学的風化度の 指標 の 一
つ と し て 次

の よ うな CWI の 指標を用 い た
8）・9）

。

　　　化学的風化度 の 指標 （CWI ）

　　　　＿　　AI203十Fe203十Tio2÷H20 （十）
　　　　 （Al203 十 FeEO3 十 TiO2 十 H20 （十 ）十 CaO

　　　　　　　 十 K20 十 FeO 十 MgO 十 SiO2）

　　　　 × 100 （％）

　図一11の よ うに ま さ土化 した花崗岩風 化 残 積 土

（花 崗土）の風化 の 指 標 は ， 風化物 の種類が新鮮岩

か ら風化残積土 （ラ テ ライ ト性土） の 問の 風化過程

に あ D ， 鳥取市布勢お よび全州市牙 中地域 の 赤黄色

土は 指標上 ほ ぼ 同 じ範囲内に存在す る が前者が若干

進行 し て い る 。 ま た両地域 の 地盤深度方向へ の 変化

は図
一12の よ うに な り， 上 層は風化 の 指標が40％程

度で あ り深 度方向に減少 し て い る。図一11の ホ ン コ

ン地域は亜熱帯地域 の ラ テ ライ ト性土で あ り， また

カ トナ地帯 は熱帯地域の ラテ ライ トで あ る 。 また
，

熱帯地域 の ラ テ ライ トを定義す る場合 の Sio2／（Al ，

O
，＋ Fe

，
03）は 亜熱帯地帯 の 指標 と し て は 実用性 が

な い と され て い る
2）

。 し た が っ て
， 中韓度気候で あ

る 温暖湿潤地帯で は ま さ土化 し た花崗岩風化残積土

　 化学的風化の指標　（C鴨 ：％）
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一12 化学的風化指標 と深度 の 関係
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の 吸着水 〔H ，0 （＋ ）〕の 増加 に よ り， 土 の 加水分解

が進行す るた め図
一10の よ うに ， 強熱減量 を用 い た

化学的風化度の 表示方法 も有効で あ る と 考 え られ

る
10）・11）

。

6．　 ま　 と　 め

　中緯度気候に属 する鳥取市布勢地域 と韓国 の 全州

市牙 中地域お よ び慶州仏国寺地域 の 風化残積土 は ，

母岩が花崗岩に 由来す る深層風 化の ま さ土化 し た 赤

黄色土 で あ る 。両地域 の 赤黄色土地帯は 丘 陵山地 の

台地 ， また は段丘 地形に生成 され て い る の が共通的

特徴 で あ り， 両地域 の 土 の 物性 は共通 して シ ル ト質

砂 （SM ）で あ る 。 前者にお い て風化が進行 し ， 細粒

化 の程度 が大きい
。

　組成鉱物も か な り類似 し て お り，
R

，
03（Fe203 ＋

Al，03）鉱物 が多 い こ と， ま た強熱減量試験 か ら非

晶質物質 を含 む こ と な どが認 め られ る 。風化度 の 指

標 として化学的風化度で み られ る差は成因過程と生

成環境に よ る もの と考え られ る。
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